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享
受
さ
れ
る
方
々
が
増
え
た
ほ
か
、

そ
れ
に
伴
っ
て
人
口
に
対
す
る
高
齢

者
の
割
合
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も

ま
た
周
知
の
事
実
で
す
。

本
紙
で
は
、
自
治
体
規
模
を
表
わ

す
基
礎
数
値
・
人
口
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
変
遷
と
将
来
像
を
統
計
数

値
か
ら
展
望
し
て
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
町
の
人
口
の
動
き

町
の
人
口
は
、
統
計
の
記
録
上
、

旧
上
井
河
村
と
旧
下
井
河
村
が
合
併

し
た
昭
和
30
年
当
時
の
７
７
６
３
人

が
最
も
多
く
、
そ
れ
以
降
、
急
速
な

進
展
を
遂
げ
た
社
会
経
済
成
長
と
時

期
を
重
ね
て
若
年
労
働
者
が
町
内
を

離
れ
、
昭
和
50
年
ま
で
の
20
年
間

で
１
３
３
６
人
（
年
平
均
66
・
８

人
）
減
少
し
て
６
４
２
７
人
。
そ
の

後
は
平
成
12
年
ま
で
の
25
年
間
で
３

１
１
人
（
年
平
均
12
・
４
人
）
減
少

し
、
６
１
１
６
人
へ
と
緩
や
か
な
変

動
カ
ー
ブ
を
描
い
て
推
移
。
翌
国
勢

調
査
年
の
平
成
17
年
に
６
千
人
台
を

割
り
込
ん
だ
の
を
境
に
し
て
再
度
、

減
少
速
度
を
増
し
、
平
成
22
年
国
勢

調
査
で
は
５
４
９
３
人
と
な
り
、
平

成
12
年
か
ら
の
10
年
間
で
６
２
３
人

（
年
平
均
62
・
３
人
）
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
自
然
動
態
（
出
生
と

死
亡
）
か
ら
人
口
の
変
化
を
見
て
み

る
と
、
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
中

心
に
据
え
た
昭
和
40
年
代
後
半
は
、

年
間
の
出
生
数
が
１
０
０
人
前
後
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
死
亡
数
は
そ
の

半
数
の
50
人
程
。
そ
の
後
は
出
生
数

が
微
減
し
つ
つ
も
死
亡
数
を
上
回
っ

て
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
59

年
に
初
め
て
出
生
数
と
死
亡
数
と
が

年
間
50
人
程
で
横
並
び
し
て
以
後
、

自
治
体
規
模
の
礎
、
人
口
を
考
え
る

平
成
22
年
10
月
に
実
施
し
た
国
勢

調
査
の
集
計
結
果
に
基
づ
き
、
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
取

り
ま
と
め
公
表
し
た
「
日
本
の
地
域

別
将
来
推
計
人
口
（
平
成
25
年
３
月

推
計
）」
に
よ
る
と
、
日
本
全
体
で

人
口
減
少
の
傾
向
が
一
層
強
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
若
年

世
代
の
未
婚
化
や
晩
婚
化
に
加
え
、

既
婚
夫
婦
で
も
価
値
観
の
多
様
化
に

よ
る
出
生
行
動
の
変
化
な
ど
に
起
因

す
る
出
生
率
の
低
下
が
顕
著
に
表
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
傾
向
は
今
後
も
続

く
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
も

本
町
を
含
む
秋
田
県
に
お
い
て
は
、

こ
う
し
た
少
子
化
の
影
響
に
加
え
、

大
学
等
進
学
や
就
労
機
会
を
求
め
る

若
年
者
の
県
外
流
出
が
問
題
視
さ
れ

て
久
し
く
、
人
口
の
減
少
速
度
に
拍

車
を
か
け
て
き
た
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
一
方
、
生
活
様
式
の
変
様
や

医
療
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
均
寿
命
が
延
び
、
老
い
て
も

な
お
充
実
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

昭
和
60
年
か
ら
平
成
７
年
頃
ま
で
は

多
少
の
上
下
動
は
あ
っ
た
も
の
の
、

平
均
し
て
ほ
ぼ
同
程
度
で
経
過
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
８
年
か
ら
10
年
に

か
け
て
、
年
間
の
出
生
数
が
40
人
を

下
回
る
状
態
が
続
い
た
一
方
で
、
死

亡
数
が
年
間
50
人
ペ
ー
ス
か
ら
60
人

ペ
ー
ス
に
増
加
。
な
お
、
付
随
し
て

町
の
高
齢
化
率
が
20
㌫
を
超
え
た
の

も
こ
の
頃
で
し
た
。
そ
れ
以
降
は
、

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
り
続
け
、

か
つ
、
そ
の
差
を
急
速
に
広
げ
て
き

て
お
り
、
こ
こ
最
近
５
か
年
の
年
間

平
均
人
数
は
、
出
生
者
数
が
28
・
６

人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
死
亡
者
数

は
79
・
２
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
動
態
（
転
入
と
転
出
）
か
ら

人
口
の
変
動
を
見
て
み
る
と
、
転
入

及
び
転
出
者
と
も
に
刻
刻
と
変
化
す

る
社
会
背
景
の
下
で
、
年
代
ご
と
に

差
は
生
じ
る
も
の
の
、
過
去
20
年
を

平
均
す
る
と
転
入
者
１
に
対
し
て
転

出
者
は
１
・
１
と
な
り
、
差
し
引
き

す
る
と
自
然
動
態
と
同
様
に
人
口
を

減
少
さ
せ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
町
全
体
の
人
口
に
対

す
る
異
動
者
の
割
合
を
過
去
20
年
の

平
均
値
で
算
出
す
る
と
、
一
年
間
当

り
の
転
入
者
は
町
の
人
口
に
対
し
て

約
２
・
３
㌫
（
人
口
６
千
人
規
模
で

約
１
３
８
人
）、
転
出
者
は
約
２
・

６
㌫
（
同
じ
く
約
１
５
６
人
）
と
な

り
ま
す
。

井川町の将来推計人口 （単位：人）
5,493

5,142
4,793

4,432
4,076

3,726
3,389

610 500 408 353 305 268 244

3,128
2,750

2,408
2,159

1,927
1,735 1,510

1,755 1,892 1,977 1,920 1,844 1,723 1,635

年少人口、生産年齢人口、高齢人口の割合

2030年（平成42年） 2010年（平成22年）

0～14歳
7.5％

15～64歳
47.3％

65歳以上
45.2％

0～14歳
11.1％

15～64歳
56.9％

65歳以上
31.9％

統
計
で
見
る
町
の
か
た
ち
①

人
口
減
社
会
を
迎
え
た
地
域
で

町
の
将
来
推
計
人
口 

約
20
年
後
に
は
約
４
千
人
を
下
回
る
見
通
し

平
成
22
年

平
成
17
年

平
成
12
年

平
成
７
年

平
成
２
年

昭
和
60
年

昭
和
55
年

昭
和
50
年

昭
和
45
年

昭
和
40
年

昭
和
35
年

昭
和
30
年

井川町の人口推移
（単位：人）
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０
～
14
歳
が
11
・
１
㌫
、
15
～
64
歳

が
56
・
９
㌫
、
65
歳
以
上
が
31
・
９

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
将
来
の
町
の
人
口
は
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
22
年
10
月
実
施
の
国
勢
調
査
結

果
に
基
づ
く
と
同
調
査
か
ら
20
年
後

の
平
成
42
年
に
は
４
０
７
６
人
（
１

４
１
７
人（
25
・
８
㌫
）減
）と
な
り
、

各
年
代
の
構
成
割
合
で
は
０
～
14
歳

が
7
・
５
㌫
、
15
～
64
歳
が
47
・
３

㌫
、
65
歳
以
上
が
45
・
２
㌫
に
な
る

と
の
推
計
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

現
状
で
は
今
後
、
都
市
部
、
農
村

部
を
問
わ
ず
日
本
全
域
が
人
口
減
少

へ
シ
フ
ト
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
で

こ
れ
か
ら
の
町
の
人
口
の
動
き

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
は
、
男
女
別

に
年
齢
区
分
ご
と
の
人
口
を
表
し
た

グ
ラ
フ
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
名
が

示
す
と
お
り
若
年
者
が
多
く
、
高
齢

者
が
少
な
い
正
三
角
形
を
描
い
て
い

る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
は
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
、
後
に
団
塊
の
世
代
と
呼
ば

れ
る
方
々
が
低
年
齢
層
を
占
め
て
、

０
～
14
歳
人
口
割
合
は
39
・
１
㌫
、

15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
割
合
は

57
・
４
㌫
、
65
歳
以
上
高
齢
者
割
合

は
わ
ず
か
に
３
・
５
㌫
に
し
か
過
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
現
在
で
は

１
億
２
８
０
６
万
人
の
総
人
口
が
20

年
後
に
は
１
億
１
６
６
２
万
人（
８
・

９
㌫
減
）
と
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
一
層
加
速
し
て
い

く
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
に
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口

の
減
少
が
社
会
に
も
た
ら
す
影
響
と

し
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
①
労

働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
成
長

の
低
迷
、
②
人
口
減
に
伴
う
消
費
縮

小
な
ど
地
域
経
済
の
停
滞
、
②
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
地
方
交
付
税
及

び
税
収
の
減
少
に
よ
る
財
政
規
模
の

縮
小
、
③
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
医

療
や
福
祉
を
含
む
社
会
保
障
費
の
増

大
、
④
行
政
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

2030年（平成42年）年齢別人口推計の内訳

1955年（昭和30年）年齢別人口の内訳

2010年（平成22年）年齢別人口の内訳

90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

90歳以上
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

る
お
そ
れ
等
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
一
般
論
に
加
え

て
最
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
は
、
日
本

社
会
が
、
か
つ
て
誰
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
人
口
減
社
会
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
子
化
に
よ
る
学
校
教
育
へ
の
影

響
、
増
大
す
る
高
齢
者
を
支
え
る
仕

組
み
（
制
度
）
の
再
構
築
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
す
る
中
で
も
維
持
し

続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
経

済
、
地
域
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
維
持
で

き
る
の
か
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
を

見
直
し
、
社
会
参
画
す
る
仕
組
み
を

早
急
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
な
変
革

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も

そ
れ
は
い
つ
か
で
は
な
く
、10
年
後
、

20
年
後
と
い
う
近
い
将
来
に
待
ち
受

け
て
い
る
現
実
な
の
で
す
。

次
号
で
は
人
口
減
を
迎
え
る
地
域

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
掘
り
下
げ

て
い
き
ま
す
。

【
出
典
・
引
用
に
つ
い
て
】

・
国
勢
調
査
報
告
／
総
務
省
統
計
局

・
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口

（
平
成
25
年
３
月
推
計
）
／
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

・
年
齢
別
人
口
流
動
調
査
／
井
川
町

役
場
町
民
課
調
べ
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国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」

と
言
い
ま
す
。）
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
保
険
制
度
は
、
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
病
気
や
け
が
に
備
え

て
、
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合
い
、

必
要
な
医
療
費
に
充
て
る
相
互
扶
助

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
医
療
保
険
（
健
保
組
合
や

共
済
組
合
等
）
に
加
入
し
て
い
る
方

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
、
生
活
保
護
に
よ
る
医
療

費
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
以
外
の

方
は
、
国
保
の
加
入
者
（
被
保
険

者
）
と
な
り
ま
す
。
国
保
の
運
営
に

あ
た
っ
て
は
加
入
者
か
ら
負
担
い
た

だ
く
保
険
税
と
公
費
か
ら
の
補
助
金

等
を
財
源
と
し
て
、
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
が
運
営
主
体
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
25
年
３
月
末
現
在
の

井
川
町
国
保
の
一
般
被
保
険
者
数
は

１
、０
２
６ 

人
（
前
年
度
末
比
47
人

減
）、
退
職
者
医
療
被
保
険
者
数
は

１
４
１
人
（
同
５
人
増
）
で
合
わ
せ

て
１
、１
６
７
人
（
同
42
人
減
）
が

国
保
加
入
者
と
な
り
、
全
町
民
の
約

22
・
１
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
状
況
を
知
ろ
う

︻
表
１
︼
は
一
般
被
保
険
者
一
人

当
り
に
係
る
一
年
間
の
医
療
費
を

示
し
た
も
の
で
す
。
24
年
度
は
約

37
万
８
千
円
で
、
21
年
度
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
県
内
市
町
村
の
医
療
費
平
均
額

と
比
較
し
て
み
る
と
、
本
町
は
こ
こ

数
年
来
、
高
い
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
成
24
年
度

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

︻
表
２
︼
は
入
院
お
よ
び
入
院
外

（
外
来
診
療
や
薬
剤
処
方
な
ど
）
の

受
診
率
（
※
被
保
険
者
百
人
当
り
の

受
診
件
数
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
国
保
医
療
費

も
上
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
24
年

度
は
前
年
と
比
べ
、
入
院
及
び
入
院

外
診
療
に
対
す
る
受
診
率
と
も
に
減

少
し
て
お
り
ま
す
が
、
県
内
市
町
村

の
平
均
値
と
比
較
す
る
と
、
依
然
と

し
て
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

︻
表
３
︼
は
一
日
当
り
の
診
療
費

（
※
診
療
費
を
診
療
日
数
で
割
り
返

し
た
も
の
）
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
数
値
も
受
診
率
と
同
様
に
国
保

医
療
費
の
増
減
に
比
例
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
24
年
度
は
入
院
、
入
院

外
診
療
に
係
る
費
用
と
も
に
、
前
年

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
内
市
町

村
の
平
均
額
と
比
較
す
る
と
入
院
に

伴
う
診
療
費
は
低
く
、
入
院
外
診
療

費
は
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
診
療
回
数

（
日
数
）
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
一
方

で
診
療
費
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

明
か
と
な
り
、
１
回
の
診
療
に
係
る

医
療
費
が
高
額
と
な
っ
て
き
て
い
る

現
状
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

【表３－１】

【表２－１】

【表３－２】

百

【表２－２】

【表１】

百
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国民健康保険の医療費支払いのしくみ

国保加入者
（被保険者）

医療機関
（保険医）

市町村
（保険者）

国保連合会
（審査会）

保険証を
交付する 国保税を納める

窓口負担を支払う

診察する

審査報告

医療費を
請求する

医療費の支払い

医
療
費
や
受
診
率
が
高
い
要
因
に

は
、
国
に
よ
る
診
療
報
酬
の
改
定
が

行
わ
れ
た
こ
と
や
高
度
な
医
療
技
術

が
一
般
に
普
及
し
て
き
た
こ
と
、
先

進
医
療
費
の
保
険
適
用
な
ど
と
い
っ

た
要
因
に
加
え
、
高
齢
者
割
合
が
高

い
こ
と
や
生
活
習
慣
病
等
慢
性
疾
患

患
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
っ
た

地
域
特
性
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
比
較
的
軽

い
症
状
で
あ
っ
て
も
最
初
に
大
き
な

総
合
病
院
を
受
診
し
て
様
々
な
検
査

を
受
け
て
い
た
り
、
患
者
自
ら
が
必

要
以
上
に
薬
を
ほ
し
が
る
等
、
受
診

者
の
医
療
へ
の
か
か
り
方
も
医
療
費

を
高
騰
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、
医
療
は
私

た
ち
の
健
康
を
支
え
る
重
要
な
技
術

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
必
要
不
可
欠
な
医
療
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ
ん
自
身
が

医
療
と
の
関
わ
り
方
を
見
直
し
な
が

ら
、
健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

医
療
費
の
抑
制
に
向
け
て

私
た
ち
が
診
療
を
受
け
た
り
、
投

薬
の
処
方
を
受
け
た
際
、
医
療
機
関

等
の
窓
口
で
支
払
う
お
金
は
、
医
療

費
の
一
部
（
１
割
～
３
割
）
で
、
残
り

は
国
保
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
医
療

費
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
医
療

保
険
を
運
営
す
る
側
（
保
険
者
）
に

お
い
て
も
、
制
度
を
維
持
す
る
た
め

の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
、
す
な
わ
ち
国
保
加
入
者
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
負
担
の
増

大
に
直
結
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一
人
々
々
が
医
療
に
対
す
る

意
識
を
改
め
て
、
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

身
体
の
状
態
や
病
歴
な
ど
を
良
く

知
る
医
師
を
か
か
り
つ
け
医
と
す
る

こ
と
で
、
一
つ
の
症
状
だ
け
で
な
く

身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

診
察
を
し
て
も
ら
え
る
ほ
か
、
健
康

管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

症
状
が
改
善
し
な
い
か
ら
と
い
っ

て
一
つ
の
症
状
で
複
数
の
医
療
機
関

を
わ
た
り
歩
く
こ
と
も
、
医
療
費
が

高
騰
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
定
期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

職
場
等
で
行
わ
れ
る
健
診
の
ほ
か

に
も
、
年
に
一
度
、
町
で
実
施
す
る

循
環
器
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
検
査
結
果
に
は
必
ず
目
を

通
し
て
身
体
の
状
態
を
よ
く
知
り
、

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

【
国
民
健
康
保
険
の
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場 

町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線 

４
４
３
７

高
齢
の
男
性
の
出
不
精
を
何
と
か

解
消
で
き
な
い
も
の
か
― 

こ
こ
何

年
来
の
課
題
で
あ
る
。
地
域
の
小
集

会
で
あ
れ
、
高
齢
大
学
や
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
な
ど
の
全
町
規
模
の
行
事
で

あ
れ
、
例
外
な
く
参
加
者
は
女
性
が

圧
倒
す
る
。
こ
う
し
た
集
会
で
は
男

性
を
引
っ
ぱ
り
出
す
う
ま
い
知
恵
は

な
い
も
の
か
、
と
問
う
の
が
最
近
の

私
の
口
ぐ
せ
に
な
っ
て
い
る
。

朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
が
高
齢
で
独

り
暮
ら
し
の
男
性
が
孤
立
す
る
危
険

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
生
活
と

支
え
合
い
に
関
す
る
調
査
」
の
日
常

の
会
話
の
多
寡
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え

「
電
話
も
含
め
、
毎
日
す
る
人
が
も

ち
ろ
ん
圧
倒
的
だ
。
一
方
で
、
２
週

間
に
１
回
以
下
し
か
話
を
し
な
い
人

も
全
体
の
２
㌫
い
て
、
65
歳
以
上
の

独
居
の
男
性
に
限
る
と
17
㌫
も
の
人

が
ほ
と
ん
ど
人
に
接
し
て
い
な
い
。

同
じ
年
齢
層
の
独
居
の
女
性
で
は
４

㌫
だ
か
ら
違
い
は
歴
然
だ
」
と
、
記

し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
世
帯
構
成

と
家
計
の
実
態
、
家
族
や
地
域
の

人
々
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
、

個
人
の
社
会
・
経
済
的
な
活
動
な
ど

調
査
し
た
も
の
。
コ
ラ
ム
は
続
け
て

調
査
担
当
者
の
「
男
性
は
人
間
関
係

を
職
場
に
頼
り
が
ち
な
の
で
、
退
職

後
に
新
た
な
関
係
を
な
か
な
か
作
り

に
く
い
。
そ
こ
が
地
域
に
密
着
し
つ

つ
生
涯
を
送
る
人
が
多
い
女
性
と
の

違
い
で
は
な
い
か
」
と
の
言
を
紹
介

し
て
い
る
。
耳
の
痛
い
指
摘
だ
、
と

も
述
べ
て
い
る
。

先
月
開
催
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
で
「
テ
レ
ビ
が
生
き
が
い
と
い
う

人
も
多
い
。
相
撲
も
楽
し
め
る
し
、

世
界
の
動
き
も
瞬
時
に
見
ら
れ
る
が

…
」
と
の
山
﨑
老
ク
連
会
長
さ
ん
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
日
常
的
に
会

話
も
な
く
、
隣
近
所
と
の
あ
い
さ
つ

も
な
い
生
活
は
想
像
し
づ
ら
い
が
、

現
実
は
独
り
暮
ら
し
の
男
性
の
高
齢

者
の
17
㌫
が
“
無
言
の
行
”
の
生
活

を
し
て
い
る
。
多
彩
な
番
組
に
笑
い

こ
ろ
げ
、
涙
を
流
す
こ
と
も
で
き
る

テ
レ
ビ
が
生
き
が
い
と
い
う
の
も
分

か
ら
な
い
で
は
な
い
。
だ
が
、
人
と

ふ
れ
合
い
、
生
身
の
息
吹
を
感
じ
、

世
間
の
面
倒
と
関
わ
っ
て
こ
そ
生
き

て
い
る
実
感
の
あ
る
生
活
で
は
な
い

か
。調

査
は
看
病
や
介
護
な
ど
で
頼
れ

る
人
が
い
る
か
ど
う
か
も
年
齢
、
性

差
、
所
得
、
世
帯
構
成
な
ど
で
分
析

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
高
齢
・
男

性
の
独
居
は
頼
れ
る
人
が
い
な
い
22

㌫
、
人
に
は
頼
ら
な
い
が
17
㌫
と
突

出
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
も
悪
く
は
な

い
が
、
積
極
的
に
外
へ
出
て
、
人
生

を
楽
し
む
術
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い

か
。
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井川町消防団
中継送水操作・駆付訓練講習会
小型ポンプ操法・規律訓練大会

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
う

午
後
か
ら
は
浜
井
川
地
区
運
動
広

場
に
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律
訓

練
大
会
競
技
が
行
わ
れ
、
各
分
団
の

代
表
ら
が
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

厚
い
雲
に
覆
わ
れ
、
湿
度
が
高
い

天
候
下
で
の
競
技
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
各
分
団
を
代
表
す
る
団
員
た
ち

は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
日
頃

積
み
重
ね
た
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
、
互
い
の
消
防
技
術
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

な
お
、
各
競
技
の
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
競
技
の
結
果
】

□
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
位　

第
２
分
団

第
２
位　

第
４
分
団

第
３
位　

第
７
分
団

□
小
型
ポ
ン
プ
操
法
（
個
人
賞
）

指
揮
者　

松
田 　

総（
第
２
分
団
）

一
番
員　

遠
間 　

功（
第
２
分
団
）

二
番
員　

山
﨑 
章
悦（
第
８
分
団
）

三
番
員　

鷲
谷 

直
樹（
第
４
分
団
）

□
規
律
訓
練
の
部

第
１
位　

第
８
分
団

第
２
位　

第
３
分
団

第
３
位　

第
７
分
団

井
川
町
消
防
団
に
よ
る
中
継
送
水

訓
練
・
駆
け
付
け
訓
練
講
習
会
及
び

小
型
ポ
ン
プ
操
法
・
規
律
訓
練
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
競
技
大
会

は
、
地
域
の
消
防
活
動
に
従
事
す
る

消
防
団
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
表
し
、
消
防
操
法
技
術
の
向
上
と

士
気
高
揚
を
図
り
、
地
域
防
災
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

午
前
中
の
中
継
送
水
操
作
・
駆
付

訓
練
講
習
会
で
は
、
海
老
沢
町
内
で

火
災
が
発
生
し
た
状
況
を
想
定
し
、

各
団
員
の
駆
け
付
け
や
中
継
送
水
に

重
点
を
置
い
た
訓
練
を
実
施
。
作
業

の
ひ
と
つ
一
つ
を
確
認
し
合
い
な
が

ら
、
迅
速
か
つ
的
確
に
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

７月７日（日）／浜井川地区運動広場ほか

地域防災と安全安心を守る

参
議
院
議
員

通
常
総
選
挙
の
結
果

７
月
21
日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
の
開
票
の
結
果
を
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
投
票
者
の
内
訳

有
権
者
数 

４
、４
９
５
人

投
票
者
数 

２
、６
５
６
人

投

票

率 

５
９
・
０
９
％

□
秋
田
県
選
出
議
員
の
得
票
数

な
か
い
ず
み 

松
司 

１
、４
８
５
票

佐
竹　

良
夫 

１
６
９
票

西
野 

あ
き
ら 

４
０
票

松
浦 

ダ
イ
ゴ 

９
０
０
票

　
　

 

無
効
票 

６
２
票

□
比
例
代
表
選
出
選
挙
の
得
票
数

み
ん
な
の
党 

９
０
・
３
３
３
票

民

主

党 

３
９
４
票

新
党
大
地 

４
票

社
会
民
主
党 

５
３
票

生
活
の
党 

５
４
票

み
ど
り
の
風 

５
・
０
７
６
票

自
由
民
主
党 

１
、０
９
１
・
９
２
３
票

日
本
共
産
党 

１
４
７
票

公

明

党 

４
４
６
・
６
６
６
票

緑
の
党
グ
リ
ー
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン 

６
票

日
本
維
新
の
会 

２
２
７
票

幸
福
実
現
党 

６
票

　
　

無
効
票 

１
３
０
票

　
　

持
ち
帰
り
そ
の
他 

１
票

※
政
党
得
票
並
び
に
名
簿
記
載
者
得
票

の
合
計
数
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより井川町教育委員会

生涯学習班

のいい顔 み～つけた！街

教室・講座 開　催　日 会　場

英 会 話 教 室
7 日､21 日､28 日（水）

初級コース 18:30 から
中級コース 19:30 から

井川町公民館

和太鼓サークル 10 日、24 日  17：00 ～ 井川町公民館

８月の公民館活動

「町民トレッキング」

　花の百名山として親しまれている「森吉山」は、
標高 1,454 ｍで、秋田駒ヶ岳、岩手山、日本海、
鳥海山を望むことができるほか、稚児平や山人平な
どの花畑を堪能できる場所も数多く存在します。
　様々な登山コースがありますが、今回トレッキン
グを実施するコースは、車の回送の必要がなく、普
段ではなかなか体験することができない奥森吉方面
のヒバクラ岳コースから様田コースを縦走し、可憐
に咲き誇る高山植物群を楽しみます。
□日　時　9 月 8 日 ( 日 ) 午前 6 時 50 分 受付開始

午前 7 時 出発

□集合場所　井川町公民館

□行 き 先　北秋田市・森吉山

□募集人数　15 人

□参 加 費　800 円（写真、保険料等として）

※定員になり次第締め切ります。

「桑名旗争奪全町野球大会」

選手も応援される方も、
地域をあげて、みんなで楽しみましょう！

□日　時　8 月 14 日（水）午前 8 時から

□会　場　町民球場、井川中学校グランド

□内　容　①町内会対抗の野球大会

②１試合５回、もしくは１時間を超えな

い時間とします。

□その他　8 月 6 日（火）に組合わせ抽選会を行い

ますが、棄権チームがあった場合は時間

を繰り上げて試合を行います。

「井川町成人式」

　久しぶりに会う同級生。ちょっと大人っぽくなっ
た姿にドキドキしたり。やっぱり、ふるさとの仲間、
同級生っていいね。
□日　時　8 月 15 日（木）午前 10 時から

□会　場　井川町公民館

□対　象　平成 5 年 4 月 2 日

～平成 6 年 4 月 1 日生まれの方

□内　容　式典（二十歳の提言、記念講演等）、

記念写真撮影ほか

「全町盆踊り大会」

みんなで楽しく踊ろう！
お楽しみ抽選会もあります！ 

□日　時　8 月 17 日（土）

午後 7 時～午後 7 時 30 分受付

□会　場　日本国花苑（雨天時・町民体育館）

□表　彰　「子どもの部」と「一般の部」で色々な

賞を用意しています。

※その他にも、お楽しみ抽選会にて、たくさんの賞

品を準備しております。地域のみなさん、誘い合っ

て多数参加してください。

※郷土の盆踊りを子どもたちに伝えるためにも、子

どもから高齢者まで大勢参加して、みんなで大き

な踊りの輪をつくりましょう。

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

「伝言板」掲載の行事および活動への参加申し込み、
お問い合わせは、井川町教育委員会生涯学習班へ

 電話 018-874-4422 ／有線 4443
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7/17
地域で支える犯罪の無い明るい社会

社会を明るくする運動街頭宣伝

７月は、社会を明るくする運動強調月間です。
期間中は、保護司や更生保護女性会、民生児童
委員協議会等の団体が連携し、明るい地域社会
の実現に向けて啓発活動が実施されます。

この日は夕刻の買い物客で賑わう町内の大型
スーパー駐車場内で街頭宣伝が行なわれ、行き
交う人々へチラシ等を配布し、犯罪の無い安全
で明るい社会づくりを呼びかけました。

7/4
第 22回老人グラウンドゴルフ大会の結果

【団体の部】優勝　泉岳老人クラブ
２位　街道老人クラブ
３位　小今戸長生会老人クラブ

【個人（男性）】優勝　渡部正三郎さん（泉　岳）
２位　遠藤文太郎さん（小今戸）
３位　丸田　久男さん（街　道）

【個人（女性）】優勝　土橋　鈴子さん（街　道）
２位　伊藤　ユキさん（今　戸）
３位　鎌田　良子さん（小今戸）

7/6
深緑の白神山地で汗を流す

自然ウォーキング

この日、八峰町・留山にて自然ウォーキング
が行われ、18 名の参加者たちが緑深まった白
神山地を満喫しました。通常、標高 400㍍超
周辺に自生するブナが標高 200㍍弱地点で見
られるなど散策感覚で楽しめるコースとあっ
て、１時間半を掛けゆっくりと一周。多くのマ
イナスイオンを浴びて、心も体もリフレッシュ
した一日となりました。

7/20
元気なかけ声で「ワッショイ！」

こどもセンター夕涼み会

夕暮れ時の午後６時半、井川こどもセンター
では“夕涼み会”が行われ、家族や地域の方々
など大勢が園庭に集いました。

涼やかな浴衣や甚平を身にまとった園児たち
が、老人クラブ連合会員お手製の御神輿を担ぎ

「ワッショイ！」のかけ声で園庭を回って場を
盛り上げた後、遊戯や歌を披露。来場者と共に
笑顔溢れる夏夜のひとときを過ごしました。
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７
／
13
～
15

全
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

【
柔　

道
】

・
男
子
個
人

55
㌔
級 

第
３
位　

長
嶋　

朋
希

（
東
北
大
会
へ
出
場
）

81
㌔
級 

第
３
位　

菅
生　

颯
太

（
東
北
大
会
へ
出
場
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】

・
女
子
フ
ル
ー
レ
個
人

 

第
３
位　

八
柳　

沙
耶

（
東
北
大
会
へ
出
場
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

7/19
笑顔あふれ、互いの健康を喜び合う

井川町老人クラブ大会

この日、第 49 回井川町老人クラブ大会が農村
環境改善センターで行われ、300 人余の会員が
会場いっぱいに集いました。式典では、日頃から
精力的に高齢者の社会参画活動を推進され、会の
発展に功績のあった方々へ、山﨑養悦井川町老人
クラブ連合会長より表彰状等が贈られました。

昼食後は、お待ちかねの芸能発表が催され、各
クラブから、より選られた方々が自慢の歌や踊り、
グループによる寸劇を披露。拍手と笑い声があふ
れる和やかな雰囲気の中、出席者相互に健康長寿
を喜び合っているかのようでした。

【功労者表彰状】
菅生嘉津雄さん（大 麦）、菅生　光夫さん（大 麦）、
小林　シミさん（館寿会）、佐藤吉五郎さん（赤 沢）、
三戸　兼蔵さん（今 戸）、鎌田　良子さん（小今戸）、
藤田　武夫さん（田 中）、八柳徳三郎さん（羽 立）、
伊藤　永吉さん（上 村）

【功労者感謝状】
小林　政子さん（館寿会）、小武海ミチさん（新屋敷）、
館岡ツナヱさん（海老沢）

7/28
落語家・桂三若氏、秋田情熱ひとり会

秋田お笑い大使として県内外へ、秋田の魅力を
発信されている落語家・桂三若氏の「秋田情熱ひ
とり会」が農村環境改善センターを会場に行われ
ました。この公演は同氏が県内 25 市町村ツアー
として企画した独演会をスーパーセンターアマノ
井川店が開店 15 周年記念イベントの一つとして
後援（入場無料）。約 2 時間の公演で落語のほか
に町長との対談コーナーもあり、壇上に上がった
齋藤町長とのかけ合いで会場を盛り上げました。

7/29
大規模災害時の協力支援体勢を確立

災害時における協力協定締結式

このほど、ヤマト運輸㈱秋田主管支店（支店長 
末次龍一氏）と本町において、震災等大規模災害
発生時の避難所への緊急輸送や物資拠点の運営等
支援協力についての協定が取り交わされました。

日頃より、地域に密接した配送サービス事業を
手がける同社と協力協定を締結したことにより、
災害発生時の初動活動の円滑化が図られることが
期待されます。

9



一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
、

法
律
に
関
わ
る
問
題
に
関
し
て
、
弁
護
士
が

あ
な
た
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

一
人
で
悩
み
ご
と
を
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
日
時　

８
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分
ま
で

□
会
場　

井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

２
階 

農
業
研
修
室

※
時
間
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
井
川
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
予
約
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
１
／
有
線
４
４
５
１ 

「
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
『
現
況
届
』
提
出
月
で
す

児
童
扶
養
手
当
も
し
く
は
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
８

月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
町
よ
り
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
忘
れ
な
く
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
手
当
支
給
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
８
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
役
場

町
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
次
の
日
程

で
受
付
し
ま
す
。

□
受
付
日
時

　
　
　
　

８
月
５
日
（
月
）
９
時
～
16
時

　
　
　
　
　

〃　
７
日
（
水
）
９
時
～
19
時

　
　
　
　
　

〃　
15
日
（
木
）
９
時
～
19
時

□
会
場　

役
場
２
階 

小
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
２

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

個
人
事
業
税
（
１
期
）
の
納
期
限
は

９
月
２
日
（
月
）
で
す

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
し
て
い
る

方
は
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
事
業
税
の
納
付
も
ぜ
ひ
口
座
振
替
で
！

公
共
料
金
等
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
へ
お
出

か
け
に
な
る
手
間
が
省
け
て
、
安
全
、
確
実

で
す
。

県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
労
働
金
庫
、

信
欄
合
、
農
協
な
ど
に
預
貯
金
口
座
が
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
地
域
振
興
局 

県
税
部

電
話
０
１
８
―
８
６
０
―
３
３
３
１

「定期救命講習」のお知らせ

□内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
□日時　8 月 18 日（日）9 時～ 12 時

（毎月第３日曜日に実施）
□場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。受講を希望する方は前

日までに申込みください。
【問い合わせ】湖東地区消防本部

電話 018-874-2420

「ばら剪定講習会」のお知らせ 

□日 時　8 月 4 日（日）
10 時～ 11 時 30 分

□会 場　日本国花苑バラ園
※申込み不要。参加を希望する方は

当日現地へお集まりください。
【問い合わせ】

井川町役場産業課　電話 018-874-4418
定住促進センター　電話 018-874-2503

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

８月

く

情
らし

報
の
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□
試
験
区
分　

高
校
卒
消
防
職
員

□
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

□
受
験
資
格

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

□
試
験
の
方
法

高
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験

（
一
般
知
識
・
知
能
）

□
受
付
期
間

８
月
７
日
（
水
）
～
８
月
28
日
（
水
）

□
試
験
日

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
（
日
）

□
試
験
会
場　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

（
秋
田
市
下
北
手
桜
字
守
沢
46

－

１
）

湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
／
消
防
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

□
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
湖
東
地
区
消
防
本
部
総
務
課

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
）

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
採
用
試
験
の
第
１
次
試
験
は
、
秋
田
県

市
町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
と
し
て
、
秋

田
県
町
村
会
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
も
し
く
は

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
湖
東
地
区
消
防
本
部
総
務
課

電
話
（
８
７
４
）
２
４
２
０
／
有
線 

４
４
２
４

　４日（日）全町子ども大会・夏まつり
   （井川町民体育館）

 ６日（火）井川町戦没者追悼式
   （井川町農村環境改善センター）

１４日（水）桑名旗争奪全町野球大会
   （井川町民球場）

１５日（木）井川町成人式 （農村環境改善センター）

１７日（土）全町盆踊り大会 （日本国花苑広場）

２６日（月）農業委員会総会  （井川町役場会議室）

９月
　４日（水）井川町敬老式 （井川町民体育館）

①
大
学
卒
一
般
行
政　

 

（
採
用
人
員
若
干
名
）

□
受
験
資
格

（
１
） 

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
大
学
卒

ま
た
は
平
成
26
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者

（
２
） 

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
大
学
卒
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
に

卒
業
見
込
み
の
者

②
短
大
高
専
卒
／
保
健
師
（
採
用
人
員
１
名
）

□
受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

者
も
し
く
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

同
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
で
、
か
つ
介

護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る
者
も
し

く
は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格

を
取
得
見
込
み
の
者
。

③
短
大
高
専
卒
／
保
育
士
（
採
用
人
員
１
名
）

□
受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
も
し
く
は
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
を
取
得

見
込
み
の
者
で
、
か
つ
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
有
す
る
者
も
し
く
は
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
同
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

※
た
だ
し
、
各
試
験
区
分
に
お
い
て
卒
業
見

込
み
ま
た
は
資
格
取
得
を
見
込
ん
で
受
験

し
た
者
が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に

同
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
採

用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

井
川
町
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

【
共
通
事
項
】

□
受
付
期
間

８
月
７
日
（
水
）
～
８
月
28
日
（
水
）

※
申
込
み
受
付
は
、
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
。

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
28
日
午
後
５
時
ま
で

に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

□
試
験
日

１
次
試
験　

９
月
22
日
（
日
）

２
次
試
験
等　

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

□
試
験
会
場　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

（
秋
田
市
下
北
手
桜
字
守
沢
46

－

１
）

□
申
込
用
紙
の
請
求　

申
込
用
紙
等
は
役
場

総
務
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
Ａ
４
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
手
続
き　

申
込
書
お
よ
び
自
己
紹
介

書
に
所
要
事
項
を
全
部
記
入
、
写
真
を
添

付
の
う
え
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
「
職
員
採
用
試
験

申
込
」
と
封
筒
に
朱
書
き
し
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
本
採
用
試
験
の
１
次
試
験
は
、
秋
田
県
市

町
村
職
員
採
用
統
一
試
験
と
し
て
、
秋
田

県
町
村
会
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線 

４
５
７
７

の８月
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駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

防
衛
省
で
は
、
平
成
25
年
度
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

□
採
用
種
目　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候

補
生

・
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

・
受
付
期
間　

８
月
１
日
～
９
月
６
日

□
採
用
種
目　

航
空
学
生
、
防
衛
大
学
校
学

生
、
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生
（
自
衛
官

コ
ー
ス
）

・
受
験
資
格　

高
卒
～
21
歳
未
満
男
女　

・
受
付
期
間　

９
月
５
日
～
９
月
30
日

【
問
い
合
わ
せ
】
自
衛
隊
秋
田
募
集
案
内
所

電
話
０
１
８
―
８
６
４
―
４
９
２
９

□
献
血
日 

８
月
６
日
（
火
）

①
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

９
時
30
分
～
10
時
40
分

②
湖
東
地
区
消
防
本
部11

時
00
分
～
12
時
00
分

③
介
護
老
人
保
健
施
設　
翠
香
苑

13
時
15
分
～
14
時
30
分

④
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ア
マ
ノ
井
川
店

14
時
50
分
～
16
時
30
分

□
献
血
の
種
類　

全
血
献
血

（
２
０
０
㍉
Ｌ
／
４
０
０
㍉
Ｌ
）

【
問
い
合
わ
せ
】 

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
３
３
０
０
／
有
線 

４
４
５
５

町公共施設等のお盆期間中の業務日程
施 設 名 12 日

( 月 )
13 日
( 火 )

14 日
( 水 )

15 日
( 木 )

16 日
( 金 )

役 場 ○ ○ ○ ○ ○
診 療 所 ○ × × × ○

定住促進センター 定休 △ ○ ○ ○
国花苑施設 ○ △ ○ ○ ○
ゆうゆう ○ × 定休 × ○

※定住促進センター及び国花苑施設の８月 13 日の
営業時間は午後５時までとなります。

※診療所の診察は 16 日から通常どおり行います。
※家庭ごみ収集はお盆期間中も通常どおり行います。

防
衛
省
採
用
試
験
の
ご
案
内

献
血
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
井
川
さ
く
ら
駅
」
臨
時
職
員
募
集

□
募
集
人
員　

１
名

□
募
集
期
間　

８
月
７
日（
水
）
～
20
日（
火
）

□
業
務
内
容　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
委
託
を
受

け
た
乗
車
券
や
定
期
券
等
の
発
券
業
務
、

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
及
び
周
辺

の
安
全
管
理
並
び
に
清
掃
な
ど
環
境
保
全

業
務
等

□
待
遇　

６
、０
０
０
円
／
８
時
間
当
た
り

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
勤
務
時
間　

①
６
時
30
分
～
14
時
30
分
、

②
12
時
30
分
～
19
時
の
交
代
勤
務

□
雇
用
期
間　

平
成
25
年
９
月
下
旬

～
平
成
26
年
３
月

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

夏
休
み
期
間
中
の
公
共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

①
井
川
町
公
民
館
図
書
室

□
開
館
時
間　

毎
日  

午
前
９
時
～
午
後
５
時

②
各
児
童
館
及
び
集
会
施
設

（
今
戸
児
童
館
・
井
内
児
童
館
・
浜
井
川

地
区
集
会
所
・
泉
岳
地
区
集
会
所
・
葹
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

□
開
館
時
間　

毎
週
火
曜
日
～
土
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

③
町
民
プ
ー
ル
（
井
川
小
学
校
プ
ー
ル
）

（
夏
休
み
期
間
は
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
）

□
期
間　

８
月
25
日
（
日
）
ま
で

※
た
だ
し
、但
し
８
月
２
日
（
貯
水
槽
清
掃
）

と
12
日
（
航
空
防
除
予
定
日
）、
お
盆
期

間
の
13
日
（
火
）
～
15
日
（
木
）
は
お
休

み
し
ま
す
。

□
開
場
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

【
問
い
合
わ
せ
】
井
川
町
教
育
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
２
／
有
線 

４
４
４
３

夏
休
み
期
間
中
も
規
則
正
し
い
生
活
を

◎
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う

夏
休
み
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
朝
起
き
る

時
間
や
夜
寝
る
時
間
を
決
め
て
、
規
則
正
し

い
生
活
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
帰
宅
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

小
学
生
は
午
後
５
時
、
中
学
生
は
午
後
７

時
を
目
安
に
家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
方
は
、
子
ど
も
た
ち
が
出
か
け
る

時
に
は
行
き
先
や
帰
り
の
時
間
を
確
か
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

夏
場
の
交
通
安
全
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

今
年
に
入
り
、
Ｋ
（
高
齢
者
）、
Ｋ
（
国

道
）、
Ｋ
（
軽
ト
ラ
ッ
ク
）
が
関
係
す
る
交

通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
本
格
的
な
夏
場
を
迎
え
、
気
温
の
高
さ
や

行
楽
に
向
か
う
開
放
感
、
疲
労
感
か
ら
く
る

日
中
の
ぼ
ん
や
り
運
転
等
、
注
意
力
の
散
漫

が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
の
発
生
が
憂
慮
さ

れ
ま
す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
慣
れ
た
道
だ
か

ら
と
気
を
緩
め
ず
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
て
安
全
運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
さ
れ
る
歩
行
者
の

方
は
反
射
材
を
着
用
す
る
な
ど
身
の
回
り
の

安
全
確
保
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
で
の
交
通
事
故
に
も
注
意
し
よ
う

ま
た
、
夏
休
み
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
が

日
中
、
屋
外
で
活
動
す
る
機
会
が
多
く
な
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
交
通

事
故
の
多
く
が
自
転
車
乗
車
中
に
起
き
て
い

ま
す
。
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
に
つ
い
て

家
庭
で
よ
く
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
。

運
転
者
も
、
歩
行
者
も
「
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
」、「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
よ

う
に
家
族
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
い
、
楽
し

い
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

12



今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
２
６
２

◆
今
月
の
問
題

① 

20
年
後
（
平
成
42
年
）
の
井
川
町
の
将
来

推
計
人
口
は
何
人
で
し
ょ
う
か
？

② 

井
川
町
消
防
団
／
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

で
第
１
位
と
な
っ
た
の
は
第
○
分
団
で
し

た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
︱
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
︱
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

８
月
20
日
（
火
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
へ
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
、
①
３
２
１
人
、
②
７
月
21

日 

で
し
た
。

司法書士による「無料相談会」を開催

秋田県司法書士会による相続、贈与、
売買、借金、多重債務などの相談会を
実施します。相談される際は事前予約
が必要です。※毎月第３木曜日実施。
□日時　8月15日（木）13:00-16:00
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話 018-874-2610 ／有線 4451

「相続セミナー」及び
「相続無料相談会」を開催します

秋田県司法書士会では、「相続セミナー」
「相続無料相談会」を開催します。
□内容　相続、遺言に関すること等

について相談に応じます。
□日時　８月31日（土）12：30受付

①相続セミナー　13：00-14：30
②無料相談会　　14：30-16：00

□会場　秋田テルサ5階会議室
【問い合わせ】秋田県司法書士会

電話 018-824-0187

自然観察会・体験教室のご案内

□内容／日時
森林浴でストレス解消「自然観察会」

8月25日（日） 10時～12時
□場所　環境と文化のむら

（五城目町／野鳥の森）
※参加費は無料です。要熱中症対策。

【申し込み・問い合わせ】
秋田県環境と文化のむら

電話 018-852-2202

「就学や教育に関する相談会」
開催のお知らせ

□内容　子どもの発達や気になる行動
への対応、就学に関して保護者を対
象に教育相談に応じます。

□日時　８月 19 日（月）9：00-16：30
□会場　秋田県総合教育センター
※相談申込みは市町村教育委員会へ。

【問い合わせ】県教育庁特別支援教育課
電話 018-860-5135

NTT 東日本から電話帳交換のお知らせ

ＮＴＴ東日本秋田支店では 8 月中に
順次、新しい電話帳を各家庭・事業所
へお届けします。現在お使いの電話帳
はお届けの際に回収しますので配達員
へお渡しください。ご不在等で配達員
に電話帳を渡せなかった場合、タウン
ページセンターへご連絡いただければ
後日、改めて回収にお伺いします。

【問い合わせ】タウンページセンター
電話 0120-506-309

愛犬家のみなさまへ
東北電力からのお願い

近年、検針員がメーター（計量器）の
検針の際に犬に吠えられて検針ができ
なかったり、犬に噛みつかれるなどの
事故が後を絶たない状況です。愛犬家
の皆さまにはぜひ愛犬の管理にご配慮
いただき、円滑な検針と事故の未然防
止にご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】東北電力コールセンター
電話 0120-175-466

走行中のバス車内での
事故防止キャンペーンを実施中です

バスの走行中に席を離れると転倒など
思わぬけがをする場合があります。
お降りの際は、バスが停留所に着いて
扉が開いてから席をお立ちください。
バスは安全運転に徹しておりますが、
やむを得す急ブレーキをかけることが
あります。満席でお立ちになる場合は
つり革にしっかりおつかまりください。

【問い合わせ】（公益　　
社団法人）秋田県バス協会
電話 018-863-5349

自宅がキャンパス
「放送大学」10 月入学の学生を募集
放送大学では平成 25 年度第 2 学期

（10 月入学）の学生を募集しています。
□募集期限　８月31日（土）まで
□資料請求　放送大学ホームページ

http://www.ouj.ac.jp
フリーダイヤル　0120-864-600

【問い合わせ】放送大学秋田学習センター
電話 018-831-1997

ポリテクセンター秋田からのお知らせ
職業訓練受講生を募集しています

ポリテクセンター秋田では受講開始後
約 6 か月間かけて早期再就職に必要な
技能や知識を習得していただくため、

「生産現場」の実態に即した職業訓練
を実施しています。対象は公共職業安
定所（ハローワーク）に求職登録して
いる方。申込み期限は 8 月 30 日まで。

【問い合わせ】ポリテクセンター秋田
電話 018-873-3178

平
成
25
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争

（
平
成
25
年
６
月
末
現
在
）

▽
井
川
町　

第
25
位
／
全
県
25
市
町
村
中

（
酒
気
帯
び
運
転
１
件
、
酒
酔
い
運
転
０
件
）

※
飲
酒
運
転
追
放
競
争
は
毎
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
期
間
で
県
内
25
市
町
村
ご
と
の
飲
酒

運
転
検
挙
者
数
及
び
交
通
死
亡
事
故
件
数
を

点
数
化
し
競
う
も
の
で
、
こ
の
順
位
は
そ
の

月
末
毎
の
途
中
経
過
を
表
わ
し
た
も
の
で
す
。

小竹花・中下村町内合同
「翠香苑夏まつり」

□日 時　８月 23 日（金）午後５時から

□場 所　翠香苑駐車場

「桐ヶ丘・さくら苑夏まつり」
□日 時　８月 24 日（土）午後 3 時から

□場 所　桐ヶ丘前広場

広
報
ク
イ
ズ 

No
・
２
６
４
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ひろば
みんなの

子育て情報

イ ー サ のン

楽しい英会話

井川短歌会詠草

風
吹
き
て
揺
れ
い
る
木
々
に
こ
と
ば
あ
り
や
さ
し
く
染
み
て
ま
た
草
を
取
る 

斎
藤　

節
子

せ
が
む
孫
を
高
い
高
い
と
宙
に
あ
げ
重
さ
こ
ら
え
き
わ
が
細
き
腕 

斎
藤
冨
美
男

梅
雨
晴
れ
の
空
に
久
々
ゆ
っ
た
り
と
二
羽
の
と
ん
び
が
輪
を
描
き
お
り 

児
玉
千
代
子

雨
続
く
青
葉
の
庭
を
点と

も

す
ご
と
ざ
く
ろ
の
花
の
朱
色
際
立
つ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

過す
ぎ
ゆ
き去

は
互
い
に
語
ら
ず
酌
み
交
わ
す
同
期
の
友
ら
は
十
五
に
還
り
て 

遠
藤
惠
美
子

循
環
器
健
診
受
け
て
異
常
な
し
沖
縄
旅
行
参
加
を
決
め
る 

鈴
木
ヒ
ロ
子

ゆ
が
か
れ
て
蕗
の
茎
よ
り
吹
き
い
で
る
傷
み
し
こ
こ
ろ
の
小
さ
き
沸
騰 

小
林　

康
子

葉
の
陰
に
か
く
れ
し
ト
マ
ト
色
づ
き
て
畑
で
食
め
ば
格
別
の
味 

渡
辺　

京
子

笑
わ
せ
る
笑
え
ば
帳
消
し
に
な
る
よ
う
な
お
笑
い
芸
人
の
よ
く
動
く
口 

す
ず
き
い
さ
む

When you talk to people, you need to speak 
loudly so they can hear what you say.

人に話しかけるとき、相手に聞こえるように大きな声

で話しかけましょう。

Dialogue

Amanda : Hey, Emily, can I talk to you ?
アマンダ：あら、エミリー、話しかけていい？

Emily : Sure, whatʼs up ?
エミリー：いいわよ、どうしたの？

Amanda : I said “hello” to you this morning, 
but you didnʼt say anything.

アマンダ：今朝「おはよう」って言ったんだけど、何も

言わなかったわね。

Emily : Iʼm sorry, I didnʼt hear you. You should 
speak louder.

エミリー：ごめん、聞こえなかったわ。大きな声で言って。

Amanda : Everyone always tells me the same 
thing !

アマンダ：みんなが同じことを言うの！

Using Your Voice

声を出す

鈴木 慎平さん（小今戸）

バスケットボール選手に
なって、ディフェンス王
になってみたいです。

高橋夢之介さん（羽 立）

ＩＴ関連会社の社長に
なって、その会社を大き
くしたいです。

澤石 隼哉さん（井 内）

整形外科医になって、ス
ポーツなどでけがをした
人を治したいです。
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子育て情報

ぼくたち、
むしば なかったよ
２歳児歯科検診で、
むし歯のなかったこどもたちです

保健だより ８月分

「わいわい広場」さくらっこ

夏本番！厳しい暑さが続きます。水分を十分
にとり、熱中症にならないように注意しま
しょう。また、冷たい物のとりすぎや、冷房
の効かせすぎにご注意ください。朝や夕方の
涼しい時間を上手に利用して、お外で元気に
遊んで、いっぱい汗をかくことも大切です。
水遊びには最適の時期です。わいわい広場の
会場がこどもセンターの時には、プール遊び
も楽しみたいと思いますので、水着と着替え
の準備をしてきてくださいね。

手作りらんど
プラ板で作る親子ウインドウチャーム

□と　き　　8 月 26 日（月）10：00 ～ 11：15
□場　所　　井川町健康センター
□材料代　　1 セット　100 円
※参加される方は、8 月 19 日（月）まで
にこどもセンターへお申込みください。

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話 874-4151 ／有線 4305

☆８月の予定 （時間：9 時 30 分～ 11 時 30 分）
開催日 場 所（内 容）
1 日（木）

2 日（金）

健康センター▲

「おはなしの森」　（10：30 ～）
こどもセンター

5 日（月）

8 日（木）
9 日（金）

浜井川地区集会所▲

フィンガーペイントであそぼう
　   （10：30 ～）

健康センター
こどもセンター

12 日（月）健康センター

19 日（月）

22 日（木）
23 日（金）

健康センター
こどもセンター▲

「お誕生日会」　   （10：30 ～）
井内児童館

26 日（月）

29 日（木）
30 日（金）

健康センター▲

「手作りらんど」　（10：00 ～）
健康センター
井内児童館

※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。
※８月 15 日（木）と 16 日（金）はお休みします。

安田愛
あ い る

琉ちゃん
（新 間）

半田咲
さ き ほ

歩ちゃん
（羽 立）

渡部一
い ち か

花ちゃん
（小 泉）

佐藤遥
は る き

希ちゃん
（街 道）

半田誠
せ い ご

吾ちゃん
（田 中）

伊藤悠
は る ま

真ちゃん
（大 倉）

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

8 月 5 日
19 日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の
交付、保健指導、栄養指導

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

8 月 23 日
（金）

す く す く
学 級 H25 年 5 月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
H24 年 8 月、10 月
H25 年 1 月、4 月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７ヶ月児（H25 年 1 月生）は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませて下さい。

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田組合総合病院
電話予約は毎週月～金曜日の 13：30 ～ 16：30
検診当日は 8：00 までに病院２階健康センターへ

病院 ･ 福祉活動室
電話 880-3013

食生活改善推進協議会及び推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

8 月  9 日
（金）

食生活改善推進協議会
・レクダンス　・講話、調理実習

9：30 ～ 13：00
農環センター

8 月 27 日
（火）

食生活改善推進員養成講座
・講話「健康づくり総論」

10：00 ～ 12：00
健康センター

三浦　皓
こう

ちゃん
（仲 台）

定期予防接種のお知らせ
【定期予防ワクチン接種の種類】

・ＭＲワクチン接種 ・ＢＣＧ予防接種
・三種混合予防接種 ・四種混合予防接種
・不活化ポリオワクチン接種 ・日本脳炎予防接種
・ヒブ（Hib）ワクチン接種 ・小児用肺炎球菌ワクチン接種
・ヒトパピローマウイルス予防接種（子宮頸がん予防ワクチン接種）※

※副反応の報告を受け、積極的勧奨は差し控えております。
□実 施 場 所　井川町診療所
□実 施 日　毎週水・木曜日（受付時間は要相談）
□実 施 方 法　予約制　※接種希望日の１週間前までに要予約
□予 約 先　井川町診療所　電話 874-2215 ／有線 4391
【問い合わせ】　井川町健康センター  電話 874-3300 ／有線 4455
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慶 弔

人口などの動き
（７月１日現在）

人　口　男	 2,508 人（－	 50）
女	 2,778 人（－	 78）
計	 5,278 人（－	 128）

世帯数	 1,765 戸（－	 	9	）
（　）内は前年同月との比較

だより
（６/21～７/20届出）

■お誕生おめでとう

伊藤　夢
ゆめ

乃
の

（功真・愛花）

小武海乃
の

愛
あ

（秋斗・笙子）

■ご結婚おめでとう

♡小川　忠信（神奈川県）
　二田　佳奈（大　台）

♡寺門　修平（秋田市）
　藤田早弥香（坂　本）

♡大山　晃司（小　泉）
　小松　令奈（秋田市）

■お悔やみ申し上げます

三浦嘉津雄（83 歳・街　道）

伊藤　ナミ（87 歳・横　岡）

伊藤　　清（88 歳・小今戸）

鈴木　ヨリ（98 歳・羽　立）

八柳　ツタ（97 歳・羽　立）

鷲谷　信夫（87 歳・横　岡）

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に

『戸籍窓口』へお申し出ください。

来
秋
、
平
成
26
年
10
月
４
日
か
ら

11
月
３
日
ま
で
の
１
か
月
間
、
秋
田

県
で
開
催
す
る
「
第
29
回
国
民
文
化

祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
」
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ス
ギ
ッ
チ
」
が
県
内
各

所
を
訪
問
す
る
「
国
文
祭
ス
ギ
ッ

チ
Ｐ
Ｒ
隊
」
が
７
月
25
日
、
高
齢
大

学
を
訪
れ
、
同
行
し
た
県
国
民
文
化

祭
推
進
局
職
員
よ
り
約
１
０
０
人
の

高
齢
者
へ
、
地
域
か
ら
国
民
文
化
祭

を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

国
民
文
化
祭
と
は
、
全
国
各
地
で

様
々
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る

味
を
込
め
て
、「
発
見
×
創
造 

も
う

一
つ
の
秋
田
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て

い
ま
す
。
期
間
中
は
、
秋
田
県
内
全

25
市
町
村
で
合
わ
せ
て
70
を
超
す
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
。
県
内
外
か
ら
大
勢

の
参
加
者
や
観
客
が
訪
れ
、
地
域
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
い
っ
た
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

井
川
町
で
も
「
彫
刻
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

地
域
の
文
化
力
を
高
め
、

文
化
の
力
で
地
域
を
元
気
に

第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
の
開
催
を
Ｐ
Ｒ

施設の利用状況（６月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス 2,633 人（ 8,427 人）
■環境改善センター 2,303 人（ 3,802 人）
■町民体育館 1,542 人（ 3,926 人）
■町民武道館 473 人（ 1,265 人）
■町営野球場 534 人（ 1,115 人）
■定住促進センター 797 人（ 2,773 人）
■日本国花苑施設 2,513 人（ 5,269 人）
■老人福祉センター 1,226 人（ 3,800 人）
■ごみ処理場 80 ｔ（ 257 ｔ）
■し尿処理場 76 kl（ 189 kl ）

個
人
や
団
体
が
、
日
頃
の
活
動
の
成

果
や
実
力
を
披
露
し
、交
流
す
る「
国

内
最
大
の
文
化
の
祭
典
」
で
、 

昭
和

61
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

来
年
秋
田
県
で
の
開
催
で
29
回
を
数

え
ま
す
。

わ
が
秋
田
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民

文
化
祭
で
は
、
有
形
無
形
の
「
秋
田

ら
し
さ
」
の
発
揮
に
努
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
つ
つ
、 「
秋
田
で
の
新
し

い
取
組
（
プ
ラ
ス
１
）」
に
も
力
を
入

れ
、
県
民
は
も
と
よ
り
、 

県
外
の
人

が
持
っ
て
い
る
秋
田
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
ひ
と
味
異
な
る
秋
田
の
文
化
を
全

国
に
情
報
発
信
し
て
い
く
と
い
う
意

向
、
30
年
後
の
本
町
は
現
人
口
規
模
の
約

６
割
と
な
る
見
通
し
で
、
年
齢
別
割
合
を

見
て
も
町
民
の
約
２
人
に
１
人
は
65
歳
以

上
、
小
・
中
学
各
学
年
の
児
童
数
は
10
人
に

満
た
ず
、
右
肩
下
が
り
の
推
移
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
▼
認
識
が
甘
い
と
言
わ
れ
て

も
し
よ
う
が
な
い
が
、
実
の
と
こ
ろ
人
口
３

千
人
台
、
高
齢
化
率
50
㌫
の
地
域
の
姿
を

想
像
で
き
ず
に
い
る
の
が
正
直
な
気
持
ち
。

人
口
問
題
に
特
効
薬
は
無
く
と
も
、
い
ず

れ
は
留
ま
る
時
期
が
来
る
の
で
は
、
と
心

の
ど
こ
か
で
傍
観
し
て
き
た
自
分
を
猛
省

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
▼
私
事
、
こ
の

７
月
に
40
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
。
給
与

明
細
に
介
護
保
険
分
の
控
除
を
確
認
。
何

と
も
言
い
難
く
、感
慨
一
入
。だ
が
し
か
し
、

30
年
後
は
２
人
に
１
人
の
高
齢
者
と
な
る

で
あ
ろ
う
我
が
世
代
。
今
こ
そ
奮
起
し
、

新
た
な
“
ま
ち
づ
く
り
”
を
創
造
す
る
に

期
は
熟
し
た
と
受
け
止
め
な
く
て
は
。 

け

編集雑記

▼
本
町
を
含
め
、
日
本

の
将
来
推
計
人
口
（
出

典
／
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
）
に

今
あ
ら
た
め
て
驚
き
を

隠
せ
ず
に
い
る
。
日
本

全
体
が
人
口
減
少
に
傾
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№
６
８
１　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
︱
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
︱
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱
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